
夏 季 号  令和５年 7 月 
 

只見町青少年健全育成町民会議（只見町教育委員会内） 

 
 
 
 

いよいよ夏休みです。地域の宝である子どもたちをみんなで見守り育てましょう。元気で楽し

く夏休みを過ごせるよう、ルールを守り、しっかり計画を立て有意義な夏休みにしましょう！ 

 

 

◆メインテーマ◆「生かそう、きずな。未来のために！」令和５年７月１日～８月３１日 
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夏休みの過ごし方 ⑤つのポイント 

１．早寝、早起きを習慣にしよう！ 

２．バランスの取れた食事をとろう！ 

３．テレビやゲームは時間を決めて！ 

４．すすんでお手伝いをしよう！ 

５．地区の行事に参加しよう！ 

 
 
 
 
 
 
毎月第 3 日曜日は「家庭の日」です。 

 
 
 
「おはよう」  
「こんにちは」  
「さようなら」  

 

散歩中や農作業の途中でも、子どもたちとのふれあ

いが一日の活力につながり、安全な町づくりにつなが

ります。 

勇気ある愛の一声運動 
「それはいけませんよ」 

「それは危険だからやめなさいね」 

「もう遅いから家へ帰りなさい」 など 

子どもたちの誤った行為を見たら、親だけでなく、 

地域の人たちからも子どもたちへ声をかけて、 

注意しましょう。 
 

家庭における「しつけ 3 ヶ条」 

・親がまずやってみる 

・我慢することを教える 

・社会のきまりを守ることを教える 

毎月２０日は「少年を非行から守る日」です。 

子どもたちを地域全体で見守り、地域の一員と

して育てます。地域の皆さまも登下校時や地区行

事に子どもたちにあいさつをお願いします。 

 

 

 あ 会わないで！（知らない人と） 

 と 撮らないで！（自分の顔を） 

 が 画像を送らないで！ 

 こ 個人情報を載せないで！ 

 わ 悪口を書きこまないで！ 

 い いじめないで！（ネットを使って） 

   【福島県警察本部】 

あ
と
が
こ
わ
い 

 

 

 

 青少年健全育成の一環として夏休み期間中の子ども

たちの生活リズムを整え、健康づくりを図ることを目

的としてラジオ体操を実施します。 

今年度も各地区にＣＤラジオを配布し

ての実施となります。 

  

７／２１（金）～ 

会話を楽しみ、一緒に読書した

り、スポーツをしたりするなど家

族のふれあいの時間を持ちまし

ょう。家庭で話し合いの中で「ス

マホを使わない時間帯」「テレビ

を見ない日」「ゲームをしない日」

などを設け、メディアとの付き合

い方を見つめてみましょう。 



玉 川 村 青 少 年 育 成 村 民 会 議 

子供たちに充実した夏休みを過ごさせましょう。 

 

◆規則正しい生活をさせるようにすること。 

◆外出させるときには、こどもらしい服装に

心がけ、行き先を家族に告げさせること。 

◆何か変わったことや、事故が起きたら必ず

学校に連絡すること。 

◆家族の一員として仕事の分担をさせ、しっ

かり手伝いをさせること。 

◆朝の涼しいうちに計画的に勉強させるこ

と。 

◆良い本をたくさん読ませること。 
    

 

◆自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶる

こと。 

◆川・池での魚釣りには十分注意をし、父兄

同伴で行くように心がけること。 

◆道路では遊ばせないこと。 

◆見知らぬ人の車には絶対に乗らないよう注

意させること。 

◆夕方は早く家に帰り、夜遅くなってからの

外出はさせないこと。 

◆工事現場・高圧線・線路などの危険なとこ

ろには近づかせないこと。 

   

 



玉 川 村 青 少 年 育 成 村 民 会 議 

あいさつ運動を盛り上げましょう！！ 

 

玉川村青少年育成村民会議では『あいさつ運動』を推進しております。 

家族で話し合って家庭でのあいさつ運動を盛り上げましょう。 
 

 

あいさつはなんのためにするのか？ 

◆ 心 の ふ れ あ い 

◆自 分 の意思 を相 手 に伝える 

◆自 分 の気 持 ちを表 現 する 

◆相 手 を認 める行 為 

◆お互 いの存 在 意 識 行 為 

◆お互 いの感 情 を和 らげるもの 

 

家 庭 内 で の 進 め 方 ！ 

◆親から、恥ずかしがらずにあいさつをする 

◆まず自分からやってみる 

 

  

伝 え たいこ と 

◆気持ちの通じ合えるものがあいさつ 

◆思いやりのある言葉で 

 



 
 
  
  
  
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

村内の小学 生、中学生が日頃の考えや感じていること 

を発表します。 

子ども達の意見を直接聞くことができる良い機会です。 

是非、ご家族でご参加ください。 

 

学 校 名 学 年 氏  名 題  名 

蓬田小学校 ６年 塙
はなわ

 侑
ゆ

菜
な

 友達と私 

小平小学校 ５年 田中
た な か

 柚
ゆず

季
き

 平田村の未来 

蓬田小学校 ６年 有賀
あ り が

 愛
まな

華
か

 ヘアドネーション 

小平小学校 ６年 吉田
よ し だ

 來
ら

朋
お う

 守りたい平田村の環境 

ひらた清風 

中学校 

３年 大和田
お お わ だ

 桜
さくら

 自分らしく生きる 

３年 遠藤
え ん ど う

 巧
た く

真
ま

 地球温暖化を防ごう 

３年 近藤
こ ん ど う

 瑞
みず

稀
き

 食品ロスを考える 

 ※掲載は発表順 

 

 

 

 

 
 

主催 平田村青少年育成村民会議 教育委員会 後援 平田村 保護司会 更生保護女性会 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携帯電話には子どもへの有害情報がいっぱいです！ 

 

○他人の悪口や残 虐
ざんぎゃく

な画像を集めたサイト 

○犯罪を助 長
じょちょう

するようなサイト 

○オンライン詐欺
さ ぎ

サイト 

○ネットいじめ 等々… 

 
 
 

■大切な子どもを有害なサイトから守り、事故やトラブルを事前に防ぐ 

ためにも「フィルタリングサービス」に加入しましょう。 

 

「フィルタリング」すれば…  子どもに「見せたくないサイト」の閲覧
えつらん

制限
せいげん

ができます。 

               掲示板
け い じ ば ん

やプログへの書き込み等を制限することができます。 

「フィルタリング」しても…  情 報 発
じょうほうはっ

信者
しんしゃ

の表現の自由を奪
うば

うことはありません。 

 

「フィルタリング」するには… フィルタリングサービスの申込
もうしこ

みは各社のショップ店頭
てんとう

 

のほか、インターネットや電話
で ん わ

を通じても申し込めます。 

 
 
 
 
 

 

平田村青少年育成村民会議 

 TEL55-2131 ・ FAX55-3367 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●テレビ、電子ゲーム、パソコンなどのメディアによる時間を減らすことで、 

メディア漬けによる悪影響から子どもを守ります。 

●家族の会話や読書等の有意義な時間を増やすことで、心豊かな子どもの力を 

育てることができます。 

 ●家族で本を読んで感想を話し合ったり好きな本をすすめあったり、読書習慣 

を共有することでコミュニケーションを図り、家族の絆を強めることができます。 

 

 

 

 

 

チャレンジ目標をつくってみよう！ 

□ 家族でメディア（テレビ、ゲーム、携帯など）を使うルールを決める。 

□ 食事中はテレビを消して話をする時間をつくる。 

□ 家庭学習中はノーメディアにする。 

□ 家族で同じ本を読んで、感想をみんなで話し合う。 

□ 自分のお薦めの本を教えてあげる。 

□ 家族に本を読んであげる。などなど… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田村青少年育成村民会議・平田村教育委員会 
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１ 「大人が変われば、子どもも変わる県民運動」の推進    

２ 「地域の子どもは、地域で見守り育てる運動」の推進  

３ 青少年関係機関・団体との連携の強化 

４ 青少年を取り巻く有害環境対策の推進 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福島県青少年育成県民会議 
第７６号 

令和５年７月１８日 

中学校の部 ポスター最優秀賞 
「あたりまえを大切に」 

いわき市立中央台南中学校  
１年 矢吹 那奈さん 

令和５年度 福島県青少年育成県民会議について 組 織 

【役 員】  

・ 会  長 ： 内堀 雅雄[福島県知事] 

・ 副会長 ： 富田 孝志[(公財)福島県青少年育成・男女共生推進機構理事長]      

：  大場 盛子[（一財）福島県婦人団体連合会会長]  

・ 理  事 ：  １１名[髙荒 由幾 常勤理事は福島県青少年会館館長と兼務] 

・ 監  事 ：  ２名  

【会議員】 

・関係行政機関、学識経験者、青少年育成団体、青少年団体、報道機関 本年度１３７

団体・個人) 

重点推進事項 

平素より、皆様には福島県青少年育成県民会議の事業につきまし

て、温かい御支援や御協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

 さて、青少年を取り巻く環境は、従来の社会環境の変化に加え、新

型コロナウイルスによる影響も大きく、厳しい日々が続いています。 

このようなときだからこそ、青少年が心身ともに健康で社会に参画

できるよう、家庭･学校･地域において、大人が青少年の生活や考え方

に理解を深め、自立を支える取組が大切であると考えます。 

 当県民会議は、各市町村民会議、関係機関・団体、企業、ＮＰＯの

皆様との緊密な連携のもとに、青少年健全育成のために諸活動を展

開してまいりますので、これまで以上に皆様の御支援、御協力をお願

いいたします。 
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※新型コロナウイルスの感染状況により事業内容を変更する場合もあります。 
 
 
 

 
《第１回》 令和５年６月２４日（土）１３：３０～１５：１５ 

  【青少年教育】 

  会場：福島県青少年会館（福島市） 大研修室       
  演題：「ヤングケアラーを支える社会を目指して」 

  講師：医療創生大学心理学部 教授 鎌田 真理子 氏 

     
 
《第２回》 令和５年９月２日 (土）１３：３０～１５：１５     
  【情報化社会】 

    会場：福島県青少年会館（福島市） 大研修室  

    演題：「ＳＮＳと日常生活」（仮題）  

  講師：大人への応援講座講師 根本 雅昭 氏 
 
 
 
    
  

市町村や教育機関、青少年育成関係団体、企業等による「大人への応援講座」の開設に向けて講師を

派遣する事業に取り組んでいます。（随時受付） 

 

    

 
◇募集対象  県内在住もしくは県外に避難している小・中・高生 
◇募集期間  令和５年６月１８日（日）「家庭の日」～令和５年９月１日（金）必着 
◇表  彰  各部門で対象別に審査を行い、優秀な作品については次のとおり表彰等を行います。 

（１）  最優秀賞の受賞者には賞状及び賞品を贈呈します。 
（２）  優秀賞または優良賞の受賞者には賞状を贈呈します。 

◇発  表  令和５年１１月上旬に各報道機関に作品・氏名を発表するほか、絵画、ポスターの入賞

作品は、「福島県青少年会館」（福島市黒岩）のロビーに展示します。 
◇賞の授与  最優秀者には、令和５年１１月１７日（金）開催予定の「福島県青少年健全育成推進大

会」の席上で賞を授与します。また、作文部門の最優秀賞受賞者には、併せて受賞作品の

朗読をお願いすることとします。 
 
 

青少年育成セミナー 

「家庭の日」 作品募集 
 

「大人への応援講座」開設支援事業 
 
 

主な事業の概要 
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◇ 対  象  小学４年生以上の児童、生徒 
◇ 開催日時  令和５年７月２２日（土）１３：３０～１５：３０ 
◇ 内  容  「陶芸教室」 
◇ 定  員  ２０名       
◇ 参 加 費  ５００円（教材費） 
 
 
  
◇ 開催日時  令和５年９月２１日（木） １３：００～１６：００ 

◇  開催場所  新地町文化交流センター 

 住所 〒979-2709  福島県相馬郡新地町駅前一丁目３番地 

電話  （０２４４）３２－１３０１ 

◇ 対  象  中 学 生 

◇ 募集期間  令和５年６月１日（木）～８月２２日（火）（必着） 

◇  表  彰  最優秀賞１人、優秀賞５人及び優良賞１０人に選ばれた方に、賞状及び賞品を

授与します。 

◇  全国大会への出場 

        最優秀賞に選ばれた方は、北海道・東北ブロックで選考を受け、令和５年１１ 

月１２日(日)の「第４５回少年の主張全国大会」に出場します。（東京） 

 

 

 

 

 
◇ 開 催 日  令和５年１１月１７日（金）                       
◇ 場   所  とうほう・みんなの文化センター 
◇ 参 加 者  一般県民、県民会議会議員、青少年団体代表等               
◇ 内   容  表彰、朗読・発表、大会宣言の採択等 
 

 

 

 

 

             

【福島県青少年育成県民会議連絡・問い合わせ先】 
住所 〒960－8153 福島市黒岩字田部屋５３－５(福島県青少年会館内) 
TEL  ０２４－５４６－０００２    FAX ０２４－５４６－８３１２ 
Mail         f-kenminkaigi@fukushima-youth.com 
HP アドレス http://www.fukushima-youth.com/ 
 
 

第４５回少年の主張福島県大会 

「夏の思い出」ものづくり体験事業 

第４６回福島県青少年健全育成推進大会 
 

「陶芸教室」 

【令和４年度 福島県青少年健全育成推進大会】 

http://www.fukushima-youth.com/
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      福島県青少年育成県民会議 常勤理事 髙荒 由幾  

 

 新型コロナウイルス感染症が、感染症法上の５類に位置づけられて、二ヶ月以上経過しました。この

感染症を引き起こすウイルスが消え去ったわけではありませんが、一定の配慮の下で以前のような生活

を送れるようになったことはとてもうれしいことです。 

 この三年間、いろいろなことがありました。情報の面では、当初、新型コロナウイルス感染症がどの

ような感染症なのか、国内の患者情報が少なく、十分な分析が行われない中で、重篤化情報が重点的に

報道されました。結果、怖い感染症、恐ろしい感染症という側面が強調されていたように感じます。 

 重篤化する危険がある。だから感染しないよう、感染させないようにしましょう。ということで、人

との接触を始めとして、徹底した対策をとるよう促されました。 

 感染拡大期には、例えば「ジムでトレーニングして」感染した、「居酒屋で宴会して」感染したと報

道され、その場所やその行動があたかも「悪いこと」であるように印象づけられたように思います。そ

れらはごく普通に利用する場所であり、ごく普通の行動であったにもかかわらず。 

 そういった状況で、恐怖に駆られた人々の中に、感染した方に対するいろいろな思いが生まれてしま

い、個人への攻撃につながってしまいました。 

 そういう意識を生み出したのは、新たな感染症についての真偽不明の大量の情報だったのだろうと思

います。 

 振り返れば、新聞やテレビだけでなく、ネット配信記事や SNS に様々な情報があふれ、その情報に

一喜一憂して冷静な判断ができていなかったのではないかと思います。私自身、あまりの情報氾濫に嫌

気がさし、かなり長い間 SNS やネット配信記事からは距離をおきました。代わりに、ウイルスに関す

る本を読み返したり、かつて世界を震撼させた、いわゆる「スペイン風邪」について調べたりして、自

分なりにいろいろ考えました。 

 結局、原発事故のときと同じなのだと感じました。事故後、放射線という見えないものへの不安が、

福島県から避難した人々への攻撃となるなど、いろいろなことを引き起こしました。今回の新型コロナ

ウイルス感染症患者への様々な偏見と同じです。知らないこと、わからないことによって同じことが繰

り返されたことを非常に残念に思いました。 

 情報はあふれかえっています。正しい情報を得る力、得た情報を鵜呑みにせずに、自分で判断する力、

広い意味での情報リテラシーがなければ、玉石混淆の情報に振り回されてしまいます。これからも新し

いウイルスによる感染症が発生するでしょう。そのときに同じことを繰り返さないために、この三年間

を振り返り、必要な情報技術や知識を身につけておくことはとても大切ではないでしょうか。 

この３年間を振り返って 







（別紙）

主催
保健所 実施市町村 実施場所 実施日 実施時間 参加者数

福島市 福島駅東口　駅前広場 令和５年６月２４日（土） 13:30～15:00 119

伊達市 ヨークベニマル　伊達店前 令和５年７月１２日（水） 16:00～17:20 53

ダイユーエイト　二本松店前

ヨークベニマル　メガステージ二本松店前

ＪＲ二本松駅前

ベイシア安達店前 令和５年６月３０日（金） 16:00～17:30 38

郡山市 イオンタウン郡山 令和５年８月８日（火） 16:00～17:00 68

メガステージ田村

リオンドール船引店

須賀川市 イオンタウン須賀川 令和５年７月１３日（木） 16:45～17:45 34

県立石川高等学校 令和５年７月４日（火） 12:30～13:15 10

学校法人石川高等学校 令和５年７月１９日（水） 15:00～16:15 14

白河市 メガステージ白河 令和５年７月４日（火） 16:30～17:45 41

棚倉町 ヨークベニマル棚倉店前 令和５年７月７日（金） 16:40～17:20 52

鮫川村 国道３４９号、県道棚倉鮫川線
交差点付近 令和５年７月７日（金） 7:00～8:00 7

会津若松市 ＭＥＧＡドンキ・ホーテＵＮＹ
会津若松店 令和５年７月９日（日） 10:00～11:45 70

喜多方市 喜多方市保健センター
（レトロ横丁） 令和５年７月１６日（日） 9:45～10:50 22

会津坂下町 栗村稲荷神社（御田植祭り） 令和５年７月７日（金） 13:30～15:00 13

南会津 南会津町 ヨークベニマル田島店 令和５年７月８日（土） 15:30～16:50 40

相双 南相馬市 南相馬ジャスモール 令和５年７月１０日（月） 16:00～17:00 37

いわき市 いわき市 イオンいわき店 令和５年６月２５日（日） 13:30～15:00 65

会津

県北

石川町

田村市

二本松市

県中

52

65

令和５年度「ダメ。ゼッタイ。」福島県普及運動

県南

令和５年７月５日（水） 15:50～16:50

6･26ヤング街頭キャンペーン実施結果

令和５年６月２１日（水） 16:00～17:30


